
（１） まちづくり新聞 2011年(平成23年)12月1日　(木曜日)

　
初
の
会
議
は
、

九
月
二
十
日
に
開

催
し
、

町
長
が
委
員
を
任
命
し
た

後
、

会
長
に
菅
野
隆
秋
さ
ん
、

副
会

長
に
早
田
眞
二
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し

た
。

会
長
の
菅
野
さ
ん
は
、

挨
拶
の

中
で
「

こ
の
委
員
会
の
役
割
は
非
常

に
重
い
と
思
っ
て
い
る
。

町
民
、

議

会
、

行
政
、

そ
れ
ぞ
れ
が
当
事
者
と

な
っ
て
進
め
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い

｣

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
委
員
は
、

公
募
と
団
体
推
薦
で
選

ば
れ
た
十
名
で
構
成
、

任
期
は
二
年

間
で
、

初
年
度
は
、

住
民
投
票
条
例

な
ど
未
整
備
の
条
例
や
制
度
に
つ
い

て
審
議
し
、

次
年
度
以
降
は
、

自
治

基
本
条
例
に
基
づ
く
取
り
組
み
の
進

捗
状
況
の
管
理
や
自
治
基
本
条
例
の

内
容
の
見
直
し
を
検
討
す
る
ほ
か
、

自
治
推
進
委
員
会
が
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
自
ら
考
え
て
町
長
に
提
案
し

て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
十
一
月
四
日
に
は
、

二
回
目
の
会

議
を
開
催
し
、

土
谷
町
長
に
代
わ
り

染
谷
副
町
長
か
ら
菅
野
会
長
へ
住
民

投
票
条
例

(

素
案

)

の
諮
問
書
が
手

渡
さ
れ
、

住
民
投
票
制
度
の
具
体
的

な
検
討
が
始
ま
り
ま
し
た
。

条
例

(

素
案

)

は
、

自
治
推
進
委
員
会
で

の
審
議
後
、

町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意

見
を
お
聞
き
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、

町
で
は
、

自
治
基
本
条
例

に
基
づ
き
整
備
す
る
条
例
や
制
度
、

推
進
し
て
い
く
取
り
組
み
な
ど
を
ま

と
め
た
「

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

｣

を

作
り
、

自
治
推
進
委
員
会
に
説
明
し

ま
し
た
。

　
会
議
の
概
要
や
資
料
は
、

町
の

ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
又
は
政
策
財
務
グ

ル
ー

プ
政
策
担
当
で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。
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｢

美
幌

｣

の
地
名
の
由
来
は
、
い

く
つ
か
の
説
が
あ
り
ま
す
。
町
の
資

料
な
ど
で
は
、

｢

多
く
の
清
流
が
、

合
流
し
て
水
量
が
豊
富
な
と
こ
ろ
を

ア
イ
ヌ
語
で

｢

ピ

･

ポ

ロ
＝

水

多

く
･
大
い
な
る
所

｣

が
語
源
と
な
り

｢

ビ
ホ
ロ

｣

と
名

付

け

ら

れ

ま

し

た

｣

と
表
記
し
て
い
ま
す
。

　
最
も
古
い
記
述

と

思

わ

れ

る

の

は
、
一
八
〇
九
年
の

｢

東
方
漫
筆
」

の
中
に
、
「
ビ
ボ
ロ

｣

と
い
う
言
葉

が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
五

十
年
ほ
ど
後
に
、

｢

ビ
ホ
ロ

｣

、

｢

ヒ
ホ
ロ

｣

と
い
っ
た
記
述
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
ア
イ
ヌ
語
で
は
一
般

的
に
、

｢

ビ

｣

や

｢

ボ

｣

と
い
っ
た

濁
音
は
使
用
し
な
い
の
で
、

｢

ピ

｣

や

｢

ヒ

｣

、

｢

ポ

｣

や

｢

ホ

｣

で
な

け
れ
ば
意
味
が
通

じ

ま

せ

ん
。

も

し
、

｢

ヒ
ホ
ロ

｣

だ
と
す
る
と
、
松

浦
武
四
郎
の
「
戊
午
・
東
西
蝦
夷
山

川
地
理
取
調
日
誌

｣

に
よ
る
と

｢

小

石
多
く
あ
る
と
こ
ろ

｣

と
い
う
訳
に

な
る
そ
う
で
す
。

　
現
在
の
訳
は
、

｢

北
海
道
蝦
夷
語

地
名
解
説

｣
(

北
海
道
庁
属
・
永
田

方
正
著
　
明
治
二
十
四
年
発
行

)

に

｢

ピ
ポ
ロ
は
ペ
ポ
ロ
に
し
て
水
大
の

義
｣

と
書
か
れ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の

後
は
、

｢

ピ
･
ポ
ロ
＝
水
多
く
･
大

い
な
る
所

｣

と
い
う
解
説
が
多
く
採

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
み
ん
な
で
創
る
自
治
基
本
条
例
町
民
会
議

(

町
民
・
議
員
・
町
職
員
で
構

成

)

の
三
十
七
回
に
わ
た
る
議
論
を
経
て
、

本
年
四
月
か
ら
美
幌
町
自
治
基

本
条
例
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

こ
の
条
例
は
、

町
民
の
皆
さ
ん
が
主
体
と

な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
作
ら
れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
度
、

美

幌
町
自
治
基
本
条
例
を
守
り
育
て
て
い
く
組
織
と
し
て
美
幌
町
自
治
推
進
委

員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
役
場
で
は
、
町
民
の
皆

さ
ん
に
こ
の
条
例
の
内
容
や
ま
ち

づ
く
り
の
情
報
を
知
っ
て
頂
く
た

め
、
こ
の
新
聞
の
他
に
も
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や
説
明
会
の
開
催
な
ど
に

よ
り
随
時
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま

す
。

 「自治基本条例」は「まちの憲法」とも言われているんだ。この条例には、美幌町
をさらに住みやすいまちにするための考え方やルールが書かれているんだよ。この条
例ができたことで、議会や役場は、今まで以上に町民に情報を分かりやすく提供して、
意見を聞いていくことになるんだ。まちづくりの主役はもちろん町民だから、これま
で以上に町民もまちづくりに主体的に関わっていこうというものなんだ。美幌町は、
自治会活動が盛んだし、多くのボランティア団体やＮＰＯがまちのために頑張ってい
るね。これからは、さらにそういった活動が重要になってくるんだ。 

「自治基本条例」で何が変わるの？ 

mackeystyle
長方形



まちづくり新聞 2011年(平成23年)12月1日　(木曜日) （２）

過半数の賛成が必要

　
今
回
の
特
集
は
住
民
投
票
制

度
で
す
。

　
住

民

投

票

制

度

に

つ

い

て

は
、
美
幌
町
自
治
基
本
条
例
に

基
本
的
な
位
置
付
け
が
さ
れ
て

お
り
、
町
で
は
、
そ
れ
に
基
づ

き
こ
の
制
度
の
具
体
的
な
内
容

の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

【
制
度
創
設
の
背
景
】

　
近
年
、
少
子
高
齢
化
や
社
会

情
勢
の
変
化
に
よ
っ
て
、
市
町

村
を
取
り
巻
く
環
境
が
急
激
に

変
化
し
て
お
り
、
住
民
の
ニ
ー

ズ
が
多
様
化
、
複
雑
化
し
て
い

く
中
で
、
住
民
の
意
向
を
汲
み

取
り
、
そ
の
意
向
に
沿
っ
た
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
地
方
分
権
に
よ
り
、

国
か
ら
市
町
村
に
権
限
が
移
っ

て
き
て
い
る
中
に
お
い
て
は
、

自
分
た
ち
の
ま
ち
の
こ
と
は
自

分
た
ち
の
責
任
に
お
い
て
判
断

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り

美幌町住民投票条例(検討中)

18歳以上の住民
(一部の外国人を含む)

1/4以上

18歳以上の住民
(一部の外国人を含む)

請求資格者

請求に必要
な署名数

投票資格者

　
お
年
寄
り
が
安
心
し

た
生
活
を
お
く
る
こ
と

が

で

き

る

よ

う

に

サ

ポ
ー
ト
す
る
の
が
高
齢

者
福
祉
担
当
の
役
割
で

す
。
高
齢
者
の
地
域
で

の
生
活
を
支
援
す
る
た

め
、
介
護
保
険
外
の
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を
担
当
し

て
い
ま
す
。

　
ひ
と
り
暮
ら
し
や
高

齢
者
の
み
の
世
帯
な
ど
に
、

緊

急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
貸
し
出

し
、

配
食
サ
ー

ビ
ス
、

ね
た
き

り
高
齢
者
の
お
む
つ
配
布
な
ど

に
よ
る
安
否
確
認
・
見
守
り
の

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、

年
々
増
え
続
け
る
認

知
症
高
齢
者
の
お
宅
を
訪
問
し

見
守
り
を
行
う
「

安
ら
ぎ
支
援

事
業

｣

を
サ
フ
ラ
ン
の
会
に
委

託
す
る
な
ど
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

相

談
体
制
や
連
絡
体
制
の
強
化
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　
窓
口
は
、

し
ゃ
き
っ
と
プ
ラ

ザ
二
階
に
あ
り
ま
す
の
で
、

お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

左から佐藤、横山、中村

町
全
体
に
重
大
な
影
響
を
与
え

る
可
能
性
の
あ
る
事
項
や
住

民
、
議
会
、
行
政
の
間
に
意
見

が
大
き
く
分
か
れ
る
よ
う
な
事

項
に
つ
い
て
は
、
住
民
の
意
思

を
踏
ま
え
て
政
策
を
決
定
し
て

行
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
こ
れ

ら
の
こ
と
か
ら
、
住
民
の
意
思

を
町
政
に
反
映
し
、
町
民
主
体

の
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
こ

と
を
目
的
に
こ
の
制
度
を
創
設

す
る
も
の
で
す
。

【
個
別
設
置
型
と
常
設
型
】

　
こ
の
制
度
は
、
住
民
の
意
思

を
確
認
し
よ
う
と
す
る
事
項
ご

と
に
、
そ
の
都
度
議
会
の
議
決

に
基
づ
い
て
条
例
を
制
定
し
実

施
す
る
「
個
別
設
置
型

｣

と
、

対
象
事
項
や
投
票
資
格
者
な

ど
、
あ
ら
か
じ
め
投
票
に
関
す

る
ル
ー
ル
を
定
め
て
お
き
、
要

件
を
満
た
せ
ば
自
動
的
に
住
民

投
票
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

る
「
常
設
型

｣

が
あ
り
ま
す
。

「
個
別
設
置
型

｣

で
は
、
投
票

の
対
象
と
な
る
事
項
に
適
し
た

制
度
づ
く
り
が
可
能
と
な
り
ま

す
が
、
条
例
の
制
定
に
一
定
の

時
間
を
要
し
、
場
合
に
よ
っ
て

は
議
会
の
議
決
が
得
ら
れ
ず
投

票
に
至
ら
な
い
ケ
ー
ス
も
考
え

ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
に
対
し
て
「
常
設
型

｣

は
、
要
件
を
満
た
せ
ば
ど
の
よ

う
な
事
項
で
あ
っ
て
も
同
一
の

制
度
で
行
う
こ
と
が
可
能
で
あ

り
、
安
定
的
に
継
続
さ
れ
、
住

民
投
票
の
実
施
ま
で
に
そ
れ
ほ

ど
時
間
を
要
し
な
い
な
ど
の
メ

リ
ッ
ト
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
本
町
で

は
、
条
例
に
基
づ
く
「
常
設

型

｣

の
住
民
投
票
制
度
を
創
設

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

【
究
極
の
町
民
参
加
】

　
住
民
投
票
制
度
は
、
究
極
の

町
民
参
加
の
仕
組
み
で
あ
り
、

そ
こ
に
至
る
前
に
町
民
、
議

会
、
行
政
が
十
分
に
話
合
っ
て

課
題
を
解
決
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
す
。

　
唄
や
、
手
芸
、
折

り
紙
、
春
に
は
お
花

見
、
秋
に
は
紅
葉
を

見
に
お
散
歩
な
ど
、

利
用
者
が
楽
し
め
る

内
容
で
、
利
用
者
の

皆
さ
ん
は
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
介
護
の
悩

み
を
気
軽
に
相
談
で

き
る
介
護
電
話
相
談

を
毎
週
木
曜
日
に
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
サ
フ
ラ
ン
の
会
で

は
、
い
つ
で
も
新
し

い
仲
間
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ

ん
と
、
利
用
者
の
皆

さ
ん
の
す
て
き
な
笑

顔
が
印
象
的
な
「
サ

フ
ラ
ン
の
会

｣

で
し

た
。

者
自
身
の
心
身
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
と
老
人
介
護
に
関
す
る

知
識
の
習
得
、
情
報
交
換
を

目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し

た
。

　
活
動
内
容
は
、
月
一
回
の

例
会
、
会
報
の
発
行
、
研
修

会

の

開

催

の

ほ

か

、

お

花

見
、
パ
ン
作
り
、
ク
リ
ス
マ

ス
会
、
新
年
会
な
ど
の
楽
し

い
イ
ベ
ン
ト
も
盛
り
だ
く
さ

ん
で
す
。

　
平
成
十
年
度
か
ら
は
、
大

変
な
思
い
で
頑
張
っ
て
介
護

を
し
て
い
る
家
族
の
手
助
け

に
な
れ
ば
と
、
お
年
寄
り
を

お
預
か
り
す
る
「
託
老
サ
フ

ラ
ン
ク
ラ
ブ

｣

を
開
設
し
、

毎
週
木
曜
日
に
活
動
し
て
い

ま
す
。

とや く ば の し ご

議会の議決

　
平
成
六
年
か
ら
活
動
を
始
め
、

今
年
で
十
七
年
目
を
迎
え
る
美
幌

町
介
護
者
と
共
に
歩
む
サ
フ
ラ
ン

の
会
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
サ
フ
ラ
ン
の
会
は
、
在
宅
で
お

年
寄
り
の
介
護
を
し
て
い
る
介
護

要件が整えば議決なしに実施

根　　拠

「常設型」 「個別設置型」

案件ごとに制定する
住民投票条例

【サフランの会】　問合先　73-1763(会長　大関和子様宅)
　　　年会費：1,500円　会員：Ａ会員42名（現在介護中の方）
　　Ｂ会員49名（過去に介護していた方）、Ｃ会員29名(認知症
　　に理解をもって支援する方)
【託老サフランクラブ】　TEL72-2346 美富公住７号棟(1階集会室)
　　　開所日:毎週木曜日　時間:10時～15時　料金:1回500円
【介護電話相談】　TEL72-2346
　　　実施日：毎週木曜日　　時間：10時～15時

20歳以上の住民

1/50以上又は1/3以上

条例で定める

「住民投票制度」 
<<<住民投票制度の比較>>> 

美幌町住民投票制度 
<<<住民投票実施までの流れ>>> 

議会 町長 

署名の審査 

署名収集活動 

住民投票の実施請求手続 

住民 

住民投票の実施 

議会と町長は投票結果を尊重 

住 民 投 票 実 施 の 決定・告示 

1/4以上の署名 

出席議員の過半数の 
賛成により議決 

議員定数の1/12以上 
の賛成で議員提案 

自ら発議 

美幌町の 
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